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要　旨
　本研究は，初等教育学専攻で学生自身は保育士・教諭としての資質・能力をどれほ
ど身に付けることができたと日頃感じているのか，学生の性格特性との関わりに着目
して明らかにすることを目的としている。その結果，保育士・教諭としての行動に関
わり性格との関係性が強いことが明らかとなった。
キーワード：保育士　教諭　Big Five尺度　専攻の活動　資質・能力

Ⅰ．はじめに

　近年保育士や教員に対する「質の向上」が
求められている。その中で，教員にかかわっ
ては，教育公務員特例法が新たに平成29年3

月31日に公布，4月1日より施行されている。
その内容は，都道府県教育委員会等に作成等
が義務付けられた，教員の職責，経験及び適
正に応じて向上を図るべき資質に関する指
標，協議会及び教員研修計画の作成である。
一方保育士においても平成24年8月に成立し
た子ども子育て支援法にもとづいて現在実施

されている子ども子育て支援新制度でも保育
の質の問題が検討されている。この保育の質
を確保するためには，保育士の待遇改善が求
められる一方，保育士としての資質・能力向
上への取り組みも求められている。平成29

年3月31日に告示された「保育所保育指針」
においては，職員の資質向上が個人の自己研
鑽のみに留まらず，園としての組織的な取り
組みが一層求められるようになっている。さ
らには，保育士になるまでの過程，つまりは，
保育士養成課程においてより一層の教育内容
の充実を図ることにより，保育士の資質・能
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力の向上を期待する声も大きいのは事実であ
る。
　このような現状の中，保育士・教諭の養成
課程である初等教育学専攻において，保育士・
教諭としての資質・能力の確実な獲得のため
に，適切なカリキュラムの運用が求められる。
　そこで，本研究では，初等教育学専攻学生
が保育士・教諭としての資質・能力を自分自
身でどのように身についていると捉えている
のか，また，個人の性格特性とその捉えの関
係性はあるのか，について検討したので，報
告する。

Ⅱ．研究目的

　本研究は，保育士・教諭を目指す初等教育
学専攻学生が保育士・教諭としての資質・能
力を自分がどれほど獲得できていると認知し
ているのか，専攻で取り組む活動を行うこと
によりその認知に変化があるのかを明らかと
することを目的とする。加えて，その認知は，
本人の性格特性と関わりがあるのかを検討し
ていくことを目的とする。

Ⅲ．研究方法

　研究方法は，質問紙法によるアンケート調
査の実施である。アンケート調査の実施概要
は次のとおりである。
（ 1）調査対象：岐阜女子大学初等教育学専

攻1 ~ 3年生，72名
（ 2）調査期間：2019年7月7日 ~ 16日
（ 3）調査方法：質問紙法
（ 4）回 収 率：65名（約90 %）
（ 5）倫理的配慮：

　本研究遂行にあたり，調査対象者へ
の趣旨の十分な説明を行うと共に，プ
ライバシーに対する配慮をしている。

（ 6）調査内容：
　調査内容は，大きく3つの柱を持っ
ている。「1.保育者・教育者としての
資質・能力について」，「2.自分自身の
能力について」，「Big Five尺度」であ
る。質問1・2の具体的な内容は表1・
2のとおりである。質問1・2は各々，
「1：全く身に付いていない，2：あま
り身に付いていない，3：まあ身に付
いた　4：とても身に付いた」の4件
法にて尋ねている。

１．保育者・教育者としての
資質・能力について

　　1：全く身に付いていない
　　2：あまり身に付いていない
　　3：まあ身に付いた
　　4：とても身に付いた
番号 項目

1 保育士・教諭としての使命感
2 保育・教育への情熱
3 子どもの思いや願いを的確にとらえる洞察力
4 子どもの成長・発達への理解
5 子どもへの愛情
6 保育内容に関する専門的知識
7 豊かな教養
8 クラス経営への知識
9 クラス経営への実践力
10 保健衛生の専門的知識
11 自分の行動への責任感
12 自主的に行動できる力
13 豊かな創造力
14 何でも挑戦する情熱
15 思いやりの心
16 報告・連絡・相談を実行する力
17 豊かな感性
18 子どもが好き
19 心身の健康
20 子どもの行動を受容し認める力
21 適切な心情理解と遊び・生活の援助
22 的確な判断力
23 臨機応変な行動力
24 笑顔がある
25 子どもの目線に立てる
26 教育・保育実践に関する研究と自己研鑽の力
27 運営において全体を見通し支える力
28 子どもの意欲を高める能力

表 1 　保育士・教諭としての資質・能力に関す
る質問
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　Big Five尺度は，和田（1996）の形容詞尺
度を活かした，性格特性の基本5次元を簡便
に測定できる計60項目の尺度を活用した。
　なお，本調査を行った時期は，初等教育学
専攻として取り組んでいる「ミュージカル活
動」（ミュージカルの上演を学生が地域の子
どもたち向けに実施する活動，以下「専攻の
活動」とする。）の終わった直後である。活
動前の状態も合わせて尋ねている。また，質
問2の自分自身の能力については，本活動に
おける特徴ある能力も尋ねている。

Ⅳ．研究結果

　質問 1．保育者・教育者としての資質・
能力については，表3の結果となった。

2．自分自身の能力について
　　1：全く身に付いていない
　　2：あまり身に付いていない
　　3：まあ身に付いた
　　4：とても身に付いた
番号 項目

1 衣装のアイディアを出す力
2 音響機械が操作する力
3 歌詞や振り付けを考える力
4 衣装をリメイクする力
5 楽器を効果的に使う力
6 気持ちの切り替えをする力
7 協働する力
8 子どもに伝わる言葉が分かる・使える力
9 裁縫道具を使って様々な縫い方が出来る力

10 材料・廃材を活かして物を作る力
11 主体的な行動をとる力
12 場面に合う色・明るさを考える力
13 照明機械の操作する力
14 全体を見通す力
15 他人の意見を聞く力
16 道具・背景のアイディアを出す力
17 童謡や子どもの歌が分かる・歌える力
18 役に合う道具・物を考える力
19 場面のイメージを持つ力
20 ピアノで音取りをする力
21 表現する力
22 ミシンを使って衣装を作る力
23 身の回りの道具を活用する力
24 目標・計画を立てる力
25 物の色や大きさを考える力
26 役に合う衣装を考える力

表 2 　自分自身の能力に関する質問

表 3 ． 1 ．保育者・教育者としての資質・能力
の結果

質問
番号

活動前
平均

（標準偏差）

活動後
平均

（標準偏差）
前後差 ｔ検定

有意差

1 2.65（.09） 3.20（0.08） 0.55 **

2 2.94（.09） 3.39（0.08） 0.45 **

3 2.49（.09） 3.15（0.09） 0.66 **

4 2.59（.09） 3.00（0.08） 0.41 **

5 3.29（.12） 3.64（0.08） 0.35 **

6 2.25（.07） 2.66（0.09） 0.42 **

7 2.32（.09） 2.74（0.10） 0.42 **

8 2.15（.08） 2.68（0.10） 0.52 **

9 2.11（.08） 2.65（0.10） 0.54 **

10 1.94（.09） 2.26（0.11） 0.32 **

11 2.71（.09） 3.37（0.09） 0.66 **

12 2.66（.08） 3.32（0.09） 0.67 **

13 2.52（.08） 3.11（0.09） 0.59 **

14 2.53（.08） 3.08（0.10） 0.55 **

15 2.94（.09） 3.42（0.08） 0.48 **

16 2.72（.10） 3.35（0.09） 0.64 **

17 2.64（.08） 3.17（0.09） 0.53 **

18 3.42（.11） 3.67（0.09） 0.25 **

19 2.92（.11） 3.08（0.11） 0.16 ns

20 2.83（.09） 3.15（0.10） 0.32 **

21 2.45（.08） 2.86（0.08） 0.42 **

22 2.40（.07） 2.95（0.09） 0.55 **

23 2.54（.09） 3.09（0.10） 0.55 **

24 3.14（.11） 3.45（0.11） 0.31 **

25 2.78（.09） 3.35（0.10） 0.57 **

26 2.36（.08） 2.71（0.09） 0.35 **

27 2.38（.08） 2.88（0.09） 0.50 **

28 2.39（.09） 2.88（0.09） 0.49 **

N= 65
**p <.01 *p <.05
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　質問2の自分自身の能力については，表4

の結果となった。

表 4 ． 2 ．自分自身の能力の結果

質問
番号

活動前
平均

（標準偏差）

活動後
平均

（標準偏差）
前後差 ｔ検定

有意差

1 1.78（.11） 2.11（.13） 0.33 ns

2 1.33（.08） 1.75（.14） 0.41 ns

3 1.81（.11） 2.37（.14） 0.56 ns

4 1.65（.11） 1.90（.14） 0.25 ns

5 1.54（.10） 1.84（.13） 0.30 ns

6 2.31（.10） 2.97（.11） 0.66 ns

7 2.76（.11） 3.22（.10） 0.46 ns

8 2.55（.10） 3.05（.12） 0.50 ns

9 2.10（.13） 2.22（.15） 0.13 ns

10 2.11（.11） 2.52（.14） 0.41 ns

11 2.45（.11） 2.89（.12） 0.44 ns

12 1.66（.11） 2.16（.15） 0.50 ns

13 1.38（.09） 1.76（.15） 0.38 ns

14 2.14（.09） 2.75（.10） 0.61 ns

15 2.78（.09） 3.38（.08） 0.59 ns

16 1.87（.10） 2.19（.14） 0.32 ns

17 2.42（.11） 3.08（.12） 0.66 ns

18 1.94（.10） 2.38（.14） 0.44 ns

19 2.16（.10） 2.84（.14） 0.68 ns

20 1.89（.13） 2.11（.15） 0.22 ns

21 2.08（.10） 2.78（.14） 0.70 ns

22 1.78（.13） 1.94（.15） 0.16 ns

23 2.00（.11） 2.33（.14） 0.33 ns

24 2.25（.10） 2.84（.11） 0.59 ns

25 2.02（.11） 2.38（.13） 0.37 ns

26 1.89（.12） 2.17（.15） 0.29 ns

N= 65
**p <.01 *p <.05

　保育者・教育者としての資質・能力は，専
攻の活動前より後の方が全ての項目において
向上している。その差についても t検定（対
応のある）を行ったところ，「19.心身の健康」
以外は，1 %水準で有意差が認められた。一

方，質問2の自分自身の能力については，全
ての項目において有意な差が認められなかっ
た。
　質問1の保育士・教諭としての資質・能力
の28項目について，主因子法・プロマック
ス回転による因子分析を行った。その結果3

因子が抽出された（表5）。因子1を「保育士・
教諭としての行動力」，因子2を「保育士・
教諭としての心」，因子3を「保育士・教諭
としての知識」と命名した。
　因子1は12項目で構成されており，「23.臨
機応変な行動力」，「22.的確な判断力」，「12.

自主的に行動できる力」など自分の行動にか
かわる内容の項目に高い負荷量を示したた
め，「保育士・教諭としての行動力」因子と
命名した。
　因子2は9項目で構成されており，「5.子ど
もへの愛情」，「20.子どもの行動を受容し認
める力」，「18.子どもが好き」，「2.保育・教
育への情熱」など子どもへの愛情や保育・教
育への熱意にかかわる内容の項目に高い負荷
量を示したため「保育士・教諭としての心」
因子と命名した。
　因子3は4項目で構成されており，「7.豊か
な教養」，「3.子どもの思いや願いを的確にと
らえる洞察力」，「4.子どもの成長・発達への
理解」，「6.保育内容に関する専門的知識」の
項目であり，どれも保育や教育にかかわる知
の内容であったため「保育士・教諭としての
知識」因子と命名した。
　その因子での専攻の活動前後の差は，全て
向上していた。t検定（対応のある）を行っ
たところ，3因子とも1 %水準で有意差が認
められた（表6）。
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表 5 ．保育者・教育者としての資質・能力の因子分析
質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

因子 1：保育士・教諭としての行動力
23．臨機応変な行動力 .75 .19 .15
22．的確な判断力 .73 .24 .40
24．笑顔がある .70 .50 .25
12．自主的に行動できる力 .68 .27 .47
11．自分の行動への責任感 .67 .30 .45
8．クラス経営への知識 .66 .03 .73
9．クラス経営への実践力 .65 -.01 .50
14．何でも挑戦する情熱 .64 .23 .28
16．報告・連絡・相談を実行する力 .62 .24 -.01
27．運営において全体を見通し支える力 .58 -.15 .52
26．教育・保育実践に関する研究と自己研鑽の力 .58 .18 .49

28．子どもの意欲を高める能力 .56 .28 .54

因子 2：保育士・教諭としての心
5．子どもへの愛情 .17 .78 .23
20．子どもの行動を受容し認める力 .24 .74 .38
18．子どもが好き .17 .73 .13
2．保育・教育への情熱 .12 .71 .28
19．心身の健康 .26 .64 .20
15．思いやりの心 .29 .57 -.05
25．子どもの目線に立てる .41 .53 .40
1．保育士・教諭としての使命感 .20 .50 .30
21．適切な心情理解と遊び・生活の援助 .34 .49 .35
因子 3：保育士・教諭としての知識
7．豊かな教養 .38 .27 .77
3．子どもの思いや願いを的確にとらえる洞察力 .22 .39 .75
4．子どもの成長・発達への理解 .13 .42 .68
6．保育内容に関する専門的知識 .37 .21 .63

因子間相　Ⅰ ― .68 .26

Ⅱ .68 ― .40

Ⅲ .26 .40 ―

表 6 ． 1 ．保育士・教諭としての資質・能力
～因子毎の結果～

N=65
**p <.01 *p <.05

因子
活動前
平均

（標準偏差）

活動後
平均

（標準偏差）
前後差 ｔ検定

有意差

1 2.51（.48） 3.03（.57） 0.5 **
2 2.91（.54） 3.30（.51） 0.4 **
3 2.41（.55） 2.88（.60） 0.5 **

図 1 ．因子毎の活動前後の比較
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　質問1の項目から抽出された3因子に対し
て，専攻の活動前後で Big Five性格特性との
相関係数を算出した（表7・8）。その結果，
専攻の活動前は「保育士・教諭としての行動
力」は，外向性（.48，p<.01），開放性（.41，
p<.01），誠実性（.43，p<.01），調和性（.32，
p<.01），「保育士・教諭としての心」は，外
向 性（.26，p<.05）， 調 和 性（.43，p<.01），
と有意な正の相関がみられた。「保育士・教
諭としての知識」は，全ての Big Five性格特
性の尺度との相関はみられなかった。
　専攻の活動後は「保育士・教諭としての行
動力」は，外向性（.62，p<.01），開放性（.52，
p<.01），誠実性（.47，p<.01），調和性（.36，
p<.01），「保育士・教諭としての心」は，外
向 性（.50，p<.01）， 開 放 性（.25，p<.05），
誠実性（.29，p<.05），調和性（.50，p<.01），「保
育士・教諭としての知識」は，外向性（.29，
p<.05）において有意な正の相関がみられた。

Ⅴ．考　　察

　本研究においては，保育士・教諭を目指す
初等教育学専攻学生が，専攻で取り組んでい
る活動（今回は，ミュージカル活動）におい
て，保育士・教諭としての資質・能力獲得の
とらえ，そのとらえが，活動の前後でどのよ
うに変化をするのかをみてきた。そこから，
「心身の健康」にかかわっては，活動におけ

る影響がないことがわかった。しかしその他
27項目においては，活動後の方が有意に高
く認知していることが明らかとなった。
　さらにこの資質・能力を因子分析して得た
3因子と Big Five性格特性との関係性におい
ては，因子1「保育士・教諭としての行動力」
において4つの尺度との相関関係が認められ
た。このことより活動という特性の「行動す
ること」において，資質・能力が伸長するこ
との示唆を得ることができた。一方，「保育士・
教諭としての知識」においては，Big Five性
格特性との相関関係は，活動後の「外向性」
以外は認められなかったため，「知識」にお
いては性格特性との関連性は弱いことが明ら
かとなった。

Ⅵ．おわりに

　本研究での検討の結果，認知の度合いは，
保育士・教諭としての資質・能力において活
動により向上することが明らかとなった。ま
た，その資質・能力の中でも「保育士・教諭
としての行動力」において性格との関係性が
強いことが明らかとなった。
　今後は，保育士・教諭としての資質・能力
と性格特性との関係性において，活動の前後
や資質・能力の高群低群での比較検討などを
進めていきたいと考える。

表 7 ．保育士・教諭としての資質・能力と Big Five 性格特性の相関係数（専攻の活動前）

表 8 ．保育士・教諭としての資質・能力と Big Five 性格特性の相関係数（専攻の活動後）

**p <.01 *p <.05

外向性 情緒不安定性 開放性 誠実性 調和性
保育士・教諭としての行動力 　0.48** -0.03　 　0.41** 　0.43** 　0.32**
保育士・教諭としての心 　0.26* -0.03　 0.04 0.22 　0.43**
保育士・教諭としての知識 -0.00　 0.07 0.06 0.07 0.06

**p <.01 *p <.05

外向性 情緒不安定性 開放性 誠実性 調和性
保育士・教諭としての行動力 　0.62** -.0.14　 　0.52** 　0.47** 　0.36**
保育士・教諭としての心 　0.50** -.0.16　 　0.25* 　0.29* 　0.50**
保育士・教諭としての知識 　0.29* -0.16　 0.23 0.14 0.20


